
○ 「塊より始めよ」の意識の下、カーボンハーフより高い2030目標を設定し、公営企業も含めたオール都庁で温室効果ガス
削減などの率先行動を一層加速し、都民・事業者の脱炭素化に向けた取組を強力に牽引

各分野における主な取組ポイント

「ゼロエミッション都庁行動計画」（2025年度～2030年度）」により取組を推進

➢ 「ゼロエミッション都庁行動計画（2020年度～2024年度）」に掲げる2024年度目標は概ね達成見込

➢ 2030年カーボンハーフ、2050年ゼロエミッション東京実現のため、公営企業局も含めて省エネルギー

の推進・再生可能エネルギーの導入拡大などの５分野でより具体的・野心的な2030目標を設定

主な目標

➢ 分野１ 省エネの推進・再エネの導入拡大

・次世代型ソーラーセル等、太陽光発電設備の更なる導入

 （壁面等への設置も含む）

・都有施設の改築等におけるZEB化の推進

・「とちょう電力プラン等による再エネ100％電力調達

➢ 分野２ ZEVの導入推進

計画的な庁有車のZEV化、充電設備の設置を推進

➢ 分野３ 使い捨てプラスチックの削減

廃ペットボトルの水平リサイクルの推進

➢ 分野４ 食品ロスの削減

・職員による食品ロス削減行動の実践

・都主催イベント等における食品ロスを削減

➢ 分野５ フロン対策の推進

適切な機器管理の徹底とノンフロン等新技術の導入拡大
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